
仮想山古志プロジェクト 山古志住民会議



なぜ、世界に向けてNFTを発行したのか？

•岐路に立つ「山古志」

• 「デジタルアート×電子住民票」としてのNFT

•NFTで、グローバルなデジタル関係人口を

創出する



プロジェクトを始める背景

プロジェクトの目的

バーチャル上に、人・モノ・金・情報が継続的に集まるコミュニティ「山古志」を形成し、

現実の山古志地域にある地域課題の解決策や地域活性化を、地域住民とともに検討し実践し

ていくもの

住民主体の取組みが活発 → 地域課題に直面することとなった中越地震からの

復旧・復興を契機に、地域づくりの機運が高まっている

コロナ禍における倦怠感 → 山古志の強みである人と人の直接交流ができない

新たな進化の必要性 → コロナ禍をはじめとした地域をとりまく社会変化、

過疎・高齢化の進展等の現状を打破したい



・人口規模が小さくとも、価値観の共有・共感による多様で大きな地域を目指し、個性的な個人

や団体が積極的かつ持続的に参画できる地域づくりを目指す

・「山古志電子住民票」（Nishikigoi NFT）を発行し、地域外からの登録/参画を

募り、デジタル関係人口を巻き込んだ地域づくりを展開する ＜地域に主体的な関係人口の可視

化＞

・自主財源を自由に活用できるよう、継続的な資金調達方法を構築し、それらを実行することで、

人々の自治意識を変革する ＜新たな住民自治と資金調達＞

独自の地域づくりを目指す

山古志が目指すもの
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世界に向けて発行した結果、どんな変化が？

•デジタル村民のアクション

•賛否両論の声



で
じ
ら
る
損
移
民

デジタル村民
山古志へ







今後、目指すものは？

•山古志DAO

•デジタル／リアルの融合



山古志DAOとは？

•DAO＝自律型分散組織

•山古志DAO＝立場や地位、物理的制約を
越えて、「想い」に共感したメンバーがあつ
まり、自律的にアクションすることを目指す。



山古志DAOへの挑戦

• デジタル村民に一部の予算執行権限を付与。

• 「山古志デジタル村民総選挙」

☛山古志地域を存続させるためのアイデアプランを募集、デジタル村民の投票

によって意思決定。

☛第1弾セールの売り上げの約30％（約3ETH）を活動費として付与

• デジタル村民コミュニティの仕組みについても、彼らと作っていくことを目指す。





山
古
志
デ
ジ
タ
ル

村
民
総
選
挙



山古志住民へのNishikigoiNFT無償配布について、

可否を問う







Generative patterns "NISHIKIGOI"“Colord Carp”


